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	応用
	抗原情報
	背景
	この遺伝子は、C1ファミリーのペプチダーゼの一種をコードしています。この遺伝子の選択的スプライシングにより、複数の転写産物バリアントが生じます。これらのバリアントのうち少なくとも1つは、タンパク質分解によって複数のタンパク質産物が生成されるプレプロタンパク質をコードしています。これらの産物には、カテプシンBの軽鎖と重鎖が含まれ、これらは二量体化して酵素の二重鎖型を形成します。この酵素は、エンドペプチダーゼ活性とエキソペプチダーゼ活性の両方を持つリソソームシステインプロテアーゼであり、タンパク質の代謝に関与している可能性があります。アミロイド前駆体タンパク質セクレターゼとしても知られ、アミロイド前駆体タンパク質（APP）のタンパク質分解プロセシングに関与しています。APPの不完全なタンパク質分解プロセシングは、認知症の最も一般的な原因であるアルツハイマー病の原因因子であると示唆されています。コードされたタンパク質の過剰発現は、食道腺癌をはじめとする腫瘍と関連付けられている。触媒活性：ペプチド結合に広い特異性を持つタンパク質加水分解酵素。低分子基質中の-Arg-Arg-|-Xaa結合を優先的に切断する（したがって、カテプシンLとは異なる）。エンドペプチダーゼであることに加えて、ペプチジルジペプチダーゼ活性を示し、C末端ジペプチドを遊離させる。,機能：細胞内タンパク質分解およびターンオーバーに関与すると考えられているチオールプロテアーゼ。腫瘍浸潤および転移にも関与していることが示唆されている。,類似性：ペプチダーゼC1ファミリーに属する。,細胞内局在：ステージIからステージIVまでのメラノソーム分画において、質量分析法によって同定されている。,サブユニット：ジスルフィド結合によって架橋された重鎖と軽鎖の二量体。,
	研究分野
	リソソーム;抗原の処理と提示;
	画像データ
	

	パラフィン包埋ヒト脳組織におけるカテプシン B 抗体の免疫組織化学分析。
	

	カテプシン B 抗体を使用した COLO 細胞溶解液のウエスタンブロット分析。
	

	カテプシンBポリクローナル抗体を用いた様々な細胞のウェスタンブロット分析
	

	パラフィン包埋ヒト結腸の免疫組織化学分析。1、抗体を1:200に希釈した（4°、一晩）。2、高圧高温EDTA（pH8.0）を抗原賦活化に使用した。3、二次抗体を1:200に希釈した（室温、30分）。
	

	パラフィン包埋ヒト結腸の免疫組織化学分析。1、抗体を1:200に希釈した（4°、一晩）。2、高圧高温EDTA（pH8.0）を抗原賦活化に使用した。3、二次抗体を1:200に希釈した（室温、30分）。
	

	パラフィン包埋ヒト結腸の免疫組織化学分析。1、抗体を1:200に希釈した（4°、一晩）。2、高圧高温EDTA（pH8.0）を抗原賦活化に使用した。3、二次抗体を1:200に希釈した（室温、30分）。

